
 

令和５年度 

藤島地域教育振興会議（第６回会議） 次第 

日時：令和５年８月９日（水）午後６時３０分～ 

会場：藤島地区地域活動センター大ホール  

 

 

１ 開会   

 

２ 挨拶   

 

３ 報告 

 

（１）鶴岡型小中一貫教育基本計画策定の進捗状況 資料№１ 

 

 

（２）保護者説明会及び保護者アンケート結果 資料№２―１～８ 

 

 

４ 説明・協議 

 

（１）第５回会議、保護者アンケート等を踏まえた論点整理 資料№３―１～３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他  

 

 

 

６ 閉 会   

 

 



 

 



令和５年度 藤島地域教育振興会議（第６回会議） 出席者名簿 

 

■委員                                      （敬称略） 

区分 No 役職 氏名 備考 

組

織

選

出 

自治会 

等役員 

1 藤島地区自治振興会長 齋藤 昭彦  

2 東栄地区自治振興会長 髙橋 和夫  

3 八栄島地区自治振興会長 成田 信一  

4 長沼地区自治振興会長 髙橋 俊一  

5 渡前地区自治振興会長 近藤 直志  

児童生徒 

保護者 

6 藤島小学校 前ＰＴＡ会長 菅原  治  

7 東栄小学校 ＰＴＡ会長 今野 貴行  

8 渡前小学校 ＰＴＡ会長 須貝 高貴  

9 藤島中学校 前ＰＴＡ会長 中田 英幸  

未就学児 

保護者 

10 いなば幼稚園 保護者会長 髙橋 広剛  

11 藤島こりす保育園 前保護者会長 佐藤 謙  

12 藤島くりくり保育園 保護者会長 安在 堅  

公共的 

団体 

13 主任児童委員代表 前田 範子  

14 藤島地域スポーツ少年団長 渡部 高生  

個

人

選

出 

有識者 15 東田川文化記念館長 遠田 良弘  

16 前藤島地域振興懇談会公募委員 井上 佳奈子  

17 藤島地域振興懇談会公募委員 齋藤 直美 欠席 

18 Hisu 花ワークショップメンバー 武田 洋  

 

■市関係者 

役職名 氏名 備考 

教育委員会 教育長 布川 敦  

教育委員会 教育部長 永壽 祥司  

藤島庁舎  支所長 成田 譲  

 

■事務局 

役職名 氏名 備考 

教育委員会 参事兼管理課長 清野 健 事務局長 

教育委員会 学校教育課指導主幹 渡邉 智  

教育委員会管理課 課長補佐 奥山 真裕  

藤島庁舎 総務企画課長 小林 雅人  

藤島庁舎 市民福祉課長 出村 真一  

藤島庁舎総務企画課 課長補佐 後藤 春雄  

藤島庁舎総務企画課 地域まちづくり企画調整主査 齋藤 優  
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令和５年度

藤島地域教育振興会議
（第６回）資料
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（参考）保護者アンケートご協力のお願い

資料№１

１ 計画策定の目的

教育委員会では、義務教育９年間を１つのまとま

りと捉え、長期スパンで児童生徒の資質・能力を育

成し、また、各学校が抱える様々な課題を解決する

ために、令和７年度から中学校ブロックを活動単位

として「鶴岡型小中一貫教育」を導入する。

その全市的指針となる「鶴岡型小中一貫教育基本

計画」を令和５年度に策定し、令和６年度以降に各

中学校ブロックで策定される具体計画の方向性を示

し、それぞれの取り組みが効果的に進められること

を目的とする。

２ 計画策定メンバー

・市コミュニティ組織協議会 代表

・市自治振興会連絡協議会 代表

・藤島地域自治振興会連絡協議会 代表

・羽黒地域区長会 代表

・学校運営協議会 代表

・鶴岡市ＰＴＡ連合会 代表

・鶴岡市小学校長会 会長

・鶴岡市中学校長会 会長

・学識経験者

R5.８.９
教育委員会学校教育課 鶴岡型小中一貫教育基本計画策定の進捗状況

３ 今年度のスケジュール

令和５年 ６月21日 第１回策定委員会

令和５年 10月３日 第２回策定委員会

令和６年 １月24日 第３回策定委員会

令和６年１月下旬～２月上旬

パブリックコメント募集

令和６年 ２月14日 定例教委で提案・承認

４ 藤島地域教育振興会議における議論の反映の考え方

藤島ブロックでは、施設の老朽化により中学校の改

築が喫緊の課題となっている。このため、藤島地域教

育振興会議において、教育内容に関することだけでな

く、小中一貫教育を行うための教育環境のあり方につ

いて検討がなされている。藤島地域教育振興会議にお

ける協議結果と藤島地域の独自性に配慮し、柔軟な運

用が可能な基本計画を策定する。



資料№２ー１

１ 説明会・アンケートの目的

藤島地域の教育環境の現状と課題、鶴岡型小中一

貫教育の理解を図るとともに、藤島中改築に伴う今

後の教育環境のあり方を議論している藤島地域教育

振興会議の検討状況等を周知するため、また、藤島

地域における鶴岡型小中一貫教育の３つの形態（学

校施設）について、将来、新しい学校に通学するこ

ととなる子の保護者の意見や要望等を集約するため、

下記のとおり、保護者アンケートと説明会を実施し、

今年度の藤島地域教育振興会議の検討等に反映させ

る。

２ 周知方法

・６月中旬、各園、各学校を通し全保護者に説明会

チラシを配付。市ホームページで周知

・７月３日、各園、各学校を通し全保護者にアン

ケートのお願いチラシを配付

R5.８.９
教育委員会管理課 保護者説明会及び保護者アンケートの結果

３ 実施概要

①説明会

・日時 ６月26日（月）午後６時30分～

会場 いなば幼稚園

参加 12名

・日時 ７月1日（土）、２日（日）午前10時～

会場 藤島地区地域活動センター大ホール

（２日、託児サービスを提供）

※参加 １日・７名、２日・17名 合計36名

②アンケート

・期間：令和５年７月３日（月）～18日（火）

・方法：Microsoft Formsによるオンラインアンケート

・対象：藤島地域の未就学児・児童生徒の保護者

約680世帯

・回答：104世帯

・備考：期間中、YouTubeで説明動画を配信（再生回数

106回）

資料№２ー２

■アンケートタイトル

藤島地域における小中一貫教育についてのアンケート

■アンケート項目（全て必須）

Ｑ１ お住いの地区をお答えください

□藤島地区 □東栄地区 □渡前地区 □八栄島地区
□長沼地区

Ｑ２ 入力された方の年代を教えてください

□２０歳以下 □２０歳代 □３０歳代 □４０歳代
□５０歳代 □６０歳以上

Ｑ３ お子さんが通っている園・学校を全てお答えください
（複数回答可）

□いなば幼稚園 □藤島くりくり保育園 □藤島こりす保育園
□藤島小学校 □東栄小学校 □渡前小学校 □藤島中学校

Ｑ４ お子さんの学年を全てお答えください
（複数回答可）

□年少以下 □年中 □年長 □小１ □小２ □小３
□小４ □小５ □小６ □中１ □中２ □中３

R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケート項目

Ｑ５ 藤島中改築にあわせて希望する小中一貫教育のあり方は

□「義務教育学校」を開設し小中一貫教育を進める
…全ての小学校と中学校が１つになった新しい校舎

□「併設型小学校・中学校」を開設し小中一貫教育を進める
…小学校は現在の校舎か新しい校舎、中学校は新しい校舎

□「既存の学校施設」を利用し小中一貫教育を進める
…小学校は現在の校舎、中学校は新しい校舎

Ｑ６ Ｑ５で選んだ選択について、期待することや心配なことが
あればお答えください

□ 自由記述

Ｑ７ 令和７年度から全市で中学校ブロックごとに導入する
「鶴岡型小中一貫教育」について期待することがあれば
教えてください

□ 自由記述

Ｑ８ 令和７年度から全市で中学校ブロックごとに導入する
「鶴岡型小中一貫教育」について 不安なこと・心配な
こと・疑問に思うこと があれば教えてください

□ 自由記述



概要分類

• 藤島の取組みが鶴岡型小中一貫教育のモデルになるのであれば、全国から注目されるような取組
みをしてもらいたい。

• 鶴岡型小中一貫教育では、一人ひとりの子どもの心に寄り添ってもらいたい。
• 中学校の先生が小学生に教える時、かみ砕いた教え方が必要
• 加配があるのなら、特別支援の先生の質を上げ、また、先生同士の理解も促してほしい。
• 小中一貫教育で、子どもが学びやすく、友達がたくさん増え、不登校やいじめなどの問題が減少
することを期待する。

小中一貫教育への意見・
要望

• 小中学校が一緒になるのなら、全ての先生から子ども一人ひとりを見てもらいたい。
• 小学校が一緒になるのなら、地域の伝統を絶やさないでほしい。
• 小中一貫校で地域の伝統活動に教育の時間を割くのであれば、クラブ方式など継承の方法につい
て学校と地域が一緒に考える良い機会になる。

• 小中一貫校を作る時は、子どもの体力にあわせた送迎体制を整備してほしい。
• 小中一貫校になったら、クラスを多めにしてもらいたい。
• ３つの小学校が一緒になって、その後も残り続ける学校になってほしい。
• 子どもの命が大事なので、老朽化に早めに対応し、きれいな小中一貫校で子どもたちが楽しく学
んでほしい。

• 藤島中を建て替えるなら、部活動地域移行で体育館が利用できるよう、校舎と体育館をシャッ
ターで区切り防犯対策をしてほしい。

小中一貫校を前提とする
意見・要望

• 小中一貫教育は大事。老朽化する校舎ではなく、新しい校舎と時代にあった教育環境の中で、た
くさんの子どもが学んでほしい。

• 複式学級が発生する学校に自分の子が入学することを考えると、早期に迅速に小学校を一緒にし
てもらいたい。

• 長沼小の文化を藤島小で引き継ぎ、生かしてもらってありがたい。
• 少子化で学校が一緒になるのは仕方ない。
• 国の財政支援もあり、小中一貫校になっていくのではないか。

学校のあり方への意見・
要望

• 短い時間でもよいので保護者に説明する機会を増やすことや、資料に目を通す機会を設けてほし
い。

説明会への意見・要望

R5.８.９
鶴岡市教育委員会管理課

資料№２ー３R5.８.９
教育委員会管理課 保護者説明会で寄せられた意見・要望

R5.8.9
鶴岡市教育委員会管理課

■回答者（保護者）の居住地区 n=104
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■お子さんが通っている園・学校（複数回答可） n=160
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■お子さんの学年（複数回答可） n=187
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回答率は、対象世帯のうち
15％

回答者の年代は、30代、40代
が９割

回答者の子どもが通うのは、
幼稚園保育園が３割、小学校
が５割、中学校等が２割

資料№２ー４R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケートの結果 【回答者の属性】



R5.8.9
鶴岡市教育委員会管理課

 藤島中改築にあわせ、約85％の保護

者が小中一貫校の開設を望んでいる。

 うち約58％が藤島地域内の全ての小

学校と中学校が一緒になる「義務教

育学校」の開設を望んでいる。

 地区別では、東栄と長沼は「義務教

育学校」が、渡前は「併設型小学

校・中学校」が多い。

 年齢別では、回答の大部分を占める。

30代、40代は「義務教育学校」が

「併設型小学校・中学校」を上回る。

■藤島中学校の改築に合わせて、希望する
藤島地域の小中学校の形態は n=104

義務教育学校

51併設型
小学校・中学校

38

既存の学校施設

13

その他 2

合計その他
既存の
学校

併設型小
中学校

義務教育
学校

地区

61272527藤島

110128東栄

130157八栄島

70142渡前

120327長沼

1042133851合計

●保護者の居住地区別の割合

0%

100%

藤島 東栄 八栄島 渡前 長沼

44％

41%

11%

3%

73%

18%

9%

29%

57%

14%

58%

17%

25%

54%

38%

8%

義務教育
学校

併設型
小中学校

既存の
学校

他

●保護者の年齢別の割合

0%

100%

20代 30代 40代 50代 60代

50%

50%

2%

49%

37%

12%

33%

33%

33%

33%

67%

51%

37%

10%

義務教育
学校

併設型
小中学校

既存の
学校

他
2%

【参考】 回答実数

資料№２ー５R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケートの結果【希望する学校の形態】…地区、年齢別

合計その他
既存の
学校

併設型小
中学校

義務教育
学校

年齢

4020220代

4315162130代

5115192640代

3011150代

3002160代

1042133851合計

【参考】 回答実数

R5.8.9
鶴岡市教育委員会管理課

■幼稚園・保育園のみの保護者の割合

義務教育学校

57%
併設型

小学校・中学校

21%

既存の学校施設

21%

■複数の通園・通学先の保護者の割合

義務教育学校

50%併設型
小学校・中学校

34%

既存の学校施設

11%

その他 5%

資料№２ー６R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケートの結果【希望する学校の形態】…子どもの通園・通学先別

合計その他
既存の
学校

併設型小
中学校

義務教育
学校

通園
通学先

140338
幼稚園
保育園
のみ

39041718
小学校
のみ

70133
中学校
のみ

44251522複数

1042133851合計

■小学校のみの保護者の割合

義務教育学校

46%

併設型
小学校・中学校

44%

既存の学校施設

10%

■中学校のみの保護者の割合

義務教育学校

43%

併設型
小学校・中学校

43%

既存の学校施設

14%

【参考】 回答実数

 幼稚園・保育園のみに通う子をも

つ保護者は「義務教育学校」を望

む声が半数を超え、次に複数の通

園・通学先のある保護者が続く。

 小学校に通う子をもつ保護者、ま

た、中学校に通う子をもつ保護者

の「義務教育学校」と「併設型小

学校・中学校」はほぼ同率。
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■幼稚園・保育園＋小学校の保護者の割合

義務教育学校

55%
併設型

小学校・中学校

34%

既存の学校施設 10%

■幼稚園・保育園＋小学校＋中学校の保護者
の割合

義務教育学校

50%併設型
小学校・中学校

22%

その他 11%

資料№２ー７R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケートの結果【希望する学校の形態】…複数の通園・通学先の内訳

合計その他
既存の
学校

併設型小
中学校

義務教育
学校

組合せ

2202812

幼稚園
保育園

＋
小学校

20002

幼稚園
保育園

＋
中学校

141355
小学校
＋

中学校

61023

幼稚園
保育園

＋
小学校

＋
中学校

44251522合計
■幼稚園・保育園＋中学校の保護者の割合

義務教育学校

100%

■小学校＋中学校の保護者の割合

義務教育学校

36%

併設型
小学校・中学校

36%

既存の学校施設

21%

【参考】 回答実数

 兄弟姉妹の中に幼稚園・保育園に

通う子をもつ保護者は「義務教育

学校」を望む声が半数を超える。

 兄弟姉妹が小学校と中学校に通う

子をもつ保護者は「義務教育学

校」と「併設型小学校・中学校」

は同率。

その他 7%

不安 ※墨括弧は同様の意見数要望 ※墨括弧は同様の意見数期待 ※墨括弧は同様の意見数選択

① 既存校舎の活用【２】…避難所や地
域防災の考え方、新しい活用策

② 通学【２】…距離が長くなる、ス
クールバスの考え方

③ 教職員の負担増が子どもへ影響する
④ 小学生が中学生の圧力に委縮する。

なお、いじめ対策は学校の形態とは
別案件で対応が必要

① 学童保育を敷地内に【３】
② 子どもの環境の変化や不安を和ら

げる【２】
③ 伝統芸能の学習活動は地域と学校

が話合い継承【２】
④ 小中の移行をスムーズに
⑤ 余裕のある教員配置
⑥ ＰＴＡ活動を外部委託に
⑦ 学校近くに武道館、図書館を整備

① 子どもの教育環境が充実する【７】
…複式学級の解消、教員体制の充実、新し
い教育の提供、学力の向上、競争力・集
団力の育成

② 小学校も含む学校施設が新しくなる【５】
…老朽化の解消、安全性の確保

③ 幼稚園・保育園から中学校まで一緒にいら
れる【３】

④ 小中一貫教育の効果が一番ある

義務教育
学校

① 小学校ごとに地域性があり、子ども
がのびのびと過ごせない。獅子踊り
も地区ごとに違いがあり継承がどう
なるのか

① 中学校から１つずつ改築
② トイレを綺麗に
③ スクールバスの乗降場所、時間、

本数への配慮
④ 子どもの学習に影響のないよう教

職員を増員

① 子どもの教育環境が充実する【５】
…小・中それぞれの特性を残した教育、目
指す子どもの像・教育課程の共有、小学
校統合により子どもの競争力が生まれる、
小・中それぞれのリーダシップと上下関
係を築く土台が築かれる、小学生らしく
中学生らしく発揮できる場の確保

② 小学校も含む学校施設が新しくなる【３】
…老朽化解消、既存施設延命によるコスト

軽減、予期せぬ事故リスクの低下
③ 子どもの環境に影響はない

併設型
小学校・
中学校

① 形態を変えると、地域の資源と歴史
や郷土愛を合理化と資金を理由に手
放すことになる

② 学校がなくなる地域から子どもが減
り、藤島地域の子どもが減る

③ 既存体制が全て変わると、子どもが
不安になり、職員も負担となり、い
じめや不登校はさらに増加する

④ 急に人数が増えた場合の友達関係

① 子どもの学習スピードに応じた
フォロー

② 小中一貫教育を進めたうえで、小
中一貫校を検討してほしい

① 将来的に地域の活性化に資する人材を輩出
できる

② 小学校ごとに特色、伝統芸能があり、その
校舎で学ぶことに意味がある

③ 今の通学状況が維持できる
④ 小学生のリーダーシップを発揮する場が守

られる

既存の
学校施設

R5.８.９
鶴岡市教育委員会管理課

※アンケート設問のうち、鶴岡型小中一貫教育に関するＱ７・８は、「鶴岡型小中一貫教育基本計画」策定に向けた参考意見とする。

資料№２ー８R5.８.９
教育委員会管理課 保護者アンケートの結果【希望する学校の形態への期待（要望）と不安】
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資料№３ー１R5.８.９
教育委員会管理課 論点の整理に向けて

 藤島地域の保護者へ、地区・保護者説明会の実施（62人参加）、説明動画の配信（106回再生）、アンケート用資料の配付（約

680世帯）を通し、小中一貫教育の形態・期待と心配されること・藤島地域教育振興会議の検討状況を周知することができた。

 保護者説明会では、藤島地域教育振興会議の議論や意見を否定する声はなく、小中一貫教育と小中一貫校を前提とする意見等が

寄せられた。

 アンケートでは、保護者が希望する小中一貫教育の形態について、その傾向を把握することができた。

保護者向け説明会・アンケートの総括保護者向け説明会・アンケートの総括

 小学校と中学校の施設を一体的に整備する「義務教育学校」または「併設型小学校・中学校」が大多数

 「併設型小学校・中学校」の場合でも、小学校再編（統合）が意識されている

 小中一貫校の場合、通学対策、教職員増員、伝統芸能継承、子どもへのケア、学童施設の設置などへ要望あり

第５回会議での各委員の意向第５回会議での各委員の意向

①小中学校施設一体型の小中一貫校を開設すべき…10/16人

②小中一貫校の開設の方向は良いが不安（学校統合等）・条件（通学支援等）あり…4/16人

③小中一貫校の開設に判断がつかない…2/16人

論点① 小中一貫校の形態について複数の意見（義務教育学校または併設型小学校・中学校）と、小中一貫校を開設しない意見

（既存の学校のまま藤島中学校のみ改築）があるが、藤島地域教育振興会議としてどのように取り扱うか。

論点② 小中一貫校の場合、学校再編（小学校と中学校の組合せ）のあり方は。

論点③ 学校再編が行われる場合、小学校が閉校となる地区に対し必要な対応は何か。

整理すべき論点の概要整理すべき論点の概要

R5.８.９
鶴岡市教育委員会管理課

資料№３ー２R5.８.９
教育委員会管理課 論点①と参考

 児童生徒が、小中学校施設一体型の新しい校舎で小中一貫教育を受ける。（注１）

 小学校と中学校を再編し、新しい学校が開校する（注２）

 校名、校章、校歌、教育目標、教育課程、通学（登下校）、生活のきまり、ＰＴＡ事業などが全体で協議し決定される。

義務教育学校

 児童生徒が、小学校と中学校に分かれた校舎で義務教育学校に準じた小中一貫教育を受ける。

 小学校のあり方は、藤島小と再編（統合）するパターンと、しないパターンがある。（注２）

 藤島小と他小が再編（統合）する場合、改築か大規模改修の判断が必要となる。再編（統合）しない場合は、それぞれ大規模

改修等によって長寿命化が図れるかの判断となる。

併設型小学校

・中学校

論点① 小中一貫校の形態について複数の意見（義務教育学校または併設型小学校・中学校）と、小中一貫校を開設しない意見
（既存の学校のまま藤島中学校のみ改築）があるが、藤島地域教育振興会議としてどのように取り扱うか。

論点① 小中一貫校の形態について複数の意見（義務教育学校または併設型小学校・中学校）と、小中一貫校を開設しない意見
（既存の学校のまま藤島中学校のみ改築）があるが、藤島地域教育振興会議としてどのように取り扱うか。

（注１）義務教育学校には一体型以外に「施設隣接型」「施設分離型」の形態もあるが、「施設隣接型」は「併設型小学校・中学校」と、また、「施設分離型」
は「既存の学校」と同じ施設条件となる。

（注２）義務教育学校または併設型小中学校で学校再編（統合）する場合、各学校区で検討組織を設置し、再編（統合）の是非を各区ごとに合意する必要がある。

論点①…参考① 小中一貫校の開設等のイメージ…一般的なメリット（効果・特例等）、課題は除く論点①…参考① 小中一貫校の開設等のイメージ…一般的なメリット（効果・特例等）、課題は除く

既存の学校施設の場合（保護者アンケート再掲）区分

① 将来的に地域の活性化に資する人材を輩出できる
② 小学校ごとに特色、伝統芸能があり、その校舎で学ぶこ

とに意味がある
③ 今の通学状況が維持できる
④ 小学生のリーダーシップを発揮する場が守られる

期待

① 形態を変えると、地域の資源と歴史や郷土愛を合理化と
資金を理由に手放すことになる

② 学校がなくなる地域から子どもが減り、藤島地域の子ど
もが減る

③ 既存体制が全て変わると、子どもが不安になり、職員も
負担となり、いじめや不登校がさらに増加する

④ 急に人数が増えた場合の友達関係

不安

小中一貫校で期待される効果

① 学力の向上、競争力・集団力の育成が図られる
② 学校と地域の適切な役割分担のもと、引き続き、学校で伝

統芸能を学ぶことができる
③ 子どもの体力等に配慮した通学体制を再構築できる
④ 柔軟な学年区分でリーダーの経験機会が確保される

① 地域の良さを追求する「ふるさと学習」を系統的に行い、
現状の連携教育よりも深い理解と郷土愛醸成が図られる

② 学校形態に関わらず少子化は進む。複式学級を避け小規模
校区から人口流出する現状が変化する可能性がある

③ 義務教育学校の場合、加配制度により教職員が増員する可
能性が高い。小中の双方の教員の目が子どもに配られる

④ 増加する教員により細やかに対応できる

論点①…参考② 既存の学校施設の場合の期待・不安と小中一貫校で期待される効果論点①…参考② 既存の学校施設の場合の期待・不安と小中一貫校で期待される効果
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資料№３ー３R5.８.９
教育委員会管理課 論点①と参考、論点②と参考、論点③

渡前小学校東栄小学校藤島小学校藤島中学校義務教育学校区分

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ３階建

・鉄骨 ２階建

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ２階建

・鉄骨 ２階建

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ３階建

・鉄骨 ２階建

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ３階建

・鉄骨 ２階建

構造・階数

上段：校舎棟

下段：屋体棟

3,230㎡3,095㎡5,094㎡6,386㎡
想定：約11,000～12,000㎡

（文科省算定基準）※
延床面積

R5：56人R5：67人R5：265人Ｒ５：239人想定：約450～460人程度児童生徒数

6クラス6クラス12クラス9クラス想定：18クラス学級数

論点①…参考③ 義務教育学校（想定）と既存の学校施設の規模の比較論点①…参考③ 義務教育学校（想定）と既存の学校施設の規模の比較

※類似規模は、鶴岡五中…10,215㎡、鶴岡三中…10,1052㎡、朝暘一小…9,059㎡

課題等小中一貫教育の効果学校整備等の方向性あり方区分

①②旧校舎・跡地の
活用

①②通学対策
②③既存校舎の老朽

化、再編(統合)
しない学校の小
規模化

①高い
②③新校は高いが、

他校は得にくい

①４校規模の新校開設
②３校規模の新校開設。１校は既存校舎活用
③２校規模の新校開設。２校は既存校舎活用

①藤島中と全小学校が再編
②藤島中と２小学校が再編
③藤島中と１小学校が再編

義務
教育
学校

①義務教育学校（４
校再編）に準ずる

②再編（統合）校に
比べ、他校は得に
くい

③得にくい

①～③藤島中は改築
①②藤島小は再編（統合）校の児童数規模に

応じ、後年、改築か大規模改修
②１校は既存校舎活用
③既存校舎を活用し、後年、改修

①藤島小と２小学校が再編
（統合）
②藤島小と１小学校が再編
（統合）
③３校はそのまま存続

併設型
小・中
学校

論点② 小中一貫校の場合、学校再編（小学校と中学校の組合せ）のあり方は。論点② 小中一貫校の場合、学校再編（小学校と中学校の組合せ）のあり方は。

論点③ 学校再編が行われる場合、小学校が閉校となる地区に対し必要な対応は何か。論点③ 学校再編が行われる場合、小学校が閉校となる地区に対し必要な対応は何か。

論点②…参考 あり方ごとの学校整備等の方向性、小中一貫教育の効果、課題等論点②…参考 あり方ごとの学校整備等の方向性、小中一貫教育の効果、課題等

R5.８.９
鶴岡市教育委員会管理課

参考資料１R5.８.９
教育委員会管理課 藤島地域スクールバス Ｒ４運行実績（最長のコース）

■乗車時間が約50分となる条件…冬季運行の藤島１号車に乗車する蛸井興屋に住む藤島中の生徒

無音

大槻東

楪 関根

添川Ｔ字路

湯ノ沢口

マツバ化成
（新地）

鷺畑

千原東栄小

三和酒屋跡

三和月山
ﾊﾟｲﾛｯﾄﾌｧｰﾑ

三和農村
公園

国道三和口

藤島小
藤島中

上蛸井

■おおよその乗車時間

大槻東～東栄小 …２５分程度
東栄小～藤島小・中…２５分程度



参考資料２ 

藤島地域教育振興会議 開催経過と今後の予定 

 

期日 主な内容 

R4 10.7 ■第１回会議 

・藤島地域教育振興会議の検討内容、委員長・副委員長選任 

・藤島地域教育環境の現状と課題（児童生徒数の推移、学校施設の課題等） 

・鶴岡型小中一貫教育の推進（概要、スケジュール、形態等） 

11.17 ■第２回会議 

・先進事例の研修（酒田市の小中一貫教育、新庄市立萩野学園） 

R5 1.26 ■第３回会議 

・第１回、第２回会議の振り返り 

・「藤島中改築に伴いどのような教育環境を実現したいか」をテーマとするグル

ープ協議 

3.10 ■第４回会議 

・グループ協議結果、中間報告書の内容、地元意見の集約方法、地域域振興懇談

会への報告事項 

５月 ◎藤島・東栄・渡前・八栄島・長沼地区での説明会 

6.2 ■第５回会議 

・地区説明会結果報告 

・地区説明会で寄せられた意見等の取扱い、意見を踏まえた今後の検討の方向

性 

6～７

月 

◎未就学児の保護者、児童生徒と保護者へのアンケート 

 （アンケート説明会開催、説明動画配信） 

8/9 ■第６回会議 

・鶴岡型小中一貫教育基本計画策定の進捗状況 

・保護者説明会及び保護者アンケート結果報告 

・第５回会議の論点整理 

９月 

下旬 

■第７回会議（予定） 

・第６回会議を踏まえた藤島地域教育振興会議としてのまとめの確認 

 なお、当初予定の、地域支援のあり方（部活動地域移行、コミュニティスクー

ル）、通学対策等の検討は、別の機会に引き継ぐ。 

・最終報告書の目次、概要等の確認 

 ⇒第７回会議終了後、別途、確認を依頼 

10 月 

～ 

12 月 

◎最終報告書を藤島地域振興懇談会、各地区（保護者含む）等で説明 

◎有識者、子ども、教員の声を聞く機会を検討・設置 

◎鶴岡型小中一貫基本計画への反映を協議（教育委員会） 

R6 １月 ◎最終報告書の完成 

・10～12 月の説明会等で寄せられた声を参考資料として最終報告書を確定 
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